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短 報

2010年度聖路加市民アカデミー ｢音と香りのハーモニー｣

実施状況と参加者の感想

小口江美子1) 小泉 麗2) 山田 雅子1)
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〔Abstract〕

St･Luke'SCollegeofNursmgandTemmoCorporadon,havingacomi tmenttobetterhealth care,

colhboratedin aJomtresearchproJeCttOmakeacornmumity-basedsocialcontribudon･m sthree-year

seminarproleCt-d也ed Ǹew Health"focused,thisyearonanew trialcaned H̀armonyofMusicand

Fragrance':AcadernyforCiti2:enS･St.Luke'sCo皿egeofNursmg,TerumoCorporadon,Aromatherapy

SocietyandtheMusicTherapyStudyGroupprovidedthisprogram,suppl沖唱 COrr-unitypardcipants

with ideasandpracdces.nemain themewas:̀Harmonyofmusicandfragrance',presentandfuture

ofmusictherapyandaromatherapylnmedicalsettingsaSintegradvemedicine･m sdidacdclectureand

experientialapproachaboutmusictherapyandaromatherapywasa'first'inJapan･

ParticIPantSin theAcademyforCitizens,almostallnewcomers,wereyoungerthanthatthoseinpast

years･neylearnedthatboth musictherapyandaromatherapyhavebeenincorporatedintoconvendonal

medicineasintegradvemedicine.Moreover,theyexperiencedtheeffectivenessofmusicandaromaon

relaxadon andcomfortthrough usmgthem together･Itwassuggestedthat血stypeofsemhar

contributes toknowledge,atdtudesandpracdcesforahealthylifeandexpandscitizensunderstanding

ofthebene丘tsofintegradvemedicine･

〔Keywords〕 jointindustry-universityresearchproiecちCOrr-unity-basedhealthseminardded-Harmonyof
musicandffagrance",musictherapy,arOmatherapy,integradvemedicine

〔要 旨〕

社会貢献を目指した産学共同プロジェクトである聖路加 ･テルモ新健康カレッジセミナーは3年目を迎えた｡

恒例の市民アカデミーには今年度新たに研究会と学会が共催に加わり,統合医療の観点に立つ ｢昔と香りのハー

モニー:医療現場での音楽療法やアロマセラピーの現状と未来｣が開催された｡これは音楽療法やアロマセラピー

に関する講演ばかりでなく,音楽療法とアロマセラピーそれぞれの実演や,日本で初めて音楽療法とアロマセラ

ピーの協演による ･̀昔と香りHの和合を参加者が体験する観客参加型のセミナーとなったO

市民アカデミー参加者は,例年よりも平均年齢が若く,初参加者がほとんどであった｡参加者は医療の中に
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統合医療として音楽療法やアロマセラピーが取り入れられ始めていることを知り,また各セラピーの体験だけでな

く,同時に2つのセラピーを体験して,リラックス感が高まり,心地良さが増すことに気づいた｡本セミナーは,

健康や医療が市民主体であること-の気づきゃ知識や健康行動を高めるきっかけ作りに貢献していることが示唆

された｡

〔キーワーズ〕 産学共同プロジェクト,市民向け健康セミナー ｢昔と香りのハーモニー｣,音楽療法,

アロマセラピー,統合医療

Ⅰ.はじめに

1.｢聖路加 ･テルモ 新健康カレッジ｣とは
テルモ株式会社からの寄付により聖路加 ･テルモ共同

研究事業が立ち上がった｡｢聖路加･テルモ 新健康カレッ

ジ｣はその一環である｡地域社会への貢献を目指して,

2008年度より一般市民向けに大小様々な健康支援セミ

ナーを開講し,市民に健康についての学びの場を提供し

ている1)｡2010年度は,参加者が約300名規模の ｢市民

アカデミー｣1回と,約 60名規模の新健康カレッジセ

ミナー3回の計4回開催された｡

2.｢新健康｣のコンセプトとは

｢新健康｣のコンセプトは,｢無病息災ではなくても,
たとえ持病があっても,上手くそれをコントロールしな

がら,心身ともにより良く心豊かに生きる｣ことを目指

す,という本学の日野原重明理事長の提唱によるもので

ある｡

3.新健康カレッジ2010年度 ｢市民アカデミー｣…書と

香りのハーモニー:医療現場での音楽療法やアロマ

セラピーの現状と未来"

この市民アカデミーは,21世紀coE事業プログラ

ム2)の一環として4年間毎年開催され,coE事業の終了

後,2008年度より聖路加･テルモ共同研究事業の一部と

して継承された｡近年,補完 ･代替療法の一つである音

楽療法3)やアロマセラピー 4)が,統合医療として世界各

国の現医療の中に導入されつつあるが5･6),今年度は新

しい試みとして,それらが日本ではどのような現状なの

か,将来の展望はどうであるのかについて焦点を当て,

実演を含めたプログラムが企画された｡共催団体は,聖

路加看護大学,テルモ株式会社,聖路加国際病院音楽療

法研究会,日本アロマセラピー学会の4団体であり,こ

れもまた新しい試みであった｡4団体は7回の準備委月

会を重ね,開催1年半前より入念に企画･運営を検討し,

当日のプログラム実施に臨んだ｡

講演テーマは,請演l｢臨床での音楽療法の必要性｣,
講演2｢メディカルアロマセラピーとは?～その過去,

現在,将来展望まで～｣,講演3｢精油を安全に使用す
るには｣,講演4 ｢精油の不眠症への応用｣,講演5｢音
楽療法について｣,講演6 ｢不妊治療での音楽療法とそ
の効果｣であり,音楽療法やアロマセラピーの実演を合

間に加えて,2010年5月29日13‥00-17‥00に開催され

た (写真1)｡

講演講師には,統合医療の分野の一つとして臨床現場

に取り入れられつつある補完 ･代替療法のうちの音楽療

法とアロマセラピーの両領域から専門家を招いた｡各講

師は,講演1が日野原重明氏 (聖路加国際病院理事長 ･

日本音楽療法学会理事長 ･聖路加看護学園理事長),請

演2が塩田清二氏 (昭和大学医学部解剖学教授 ･日本ア

ロマセラピー学会理事長),講演3が青暢子氏 (昭和大

学医学部生化学教室),講演4が山田宋織氏 (16号整形

外科院長),講演5が伊藤マミ氏 (聖路加国際病院緩和

ケア音楽ケアサービス室),講演6が菊田文夫氏 (聖路

加看護大学健康教育学准教授)である｡恒例のミニコン

サートでは,ソプラノ歌手塩谷靖子氏の美しい歌声がオー

プニングを飾り,会場に響き渡った｡各公演の合間には,

アロマセラピストによる実演指導や,音楽療法士による

音楽療法の体験指導があり,全講師によるパネルディス

カッション後には,会場の参加者ほぼ全員が音楽を聴き

ながらアロマトリートメントを体験するという市民参加

型のプログラムが実施された｡

Ⅰ.目的

よりよいセミナーを提供するために,セミナーの企画

内容や運営方法が市民のニーズに合っているかどうかを

知る7)ことを目的とし,それぞれの講演内容や各実演に

関して参加者の理解度や満足度についてアンケート調査

を行った｡

Ⅱ.アンケート調査方法と倫理的配慮

市民アカデミーは一般市民およびアロマセラピー学会

員を各100名ずつ,計200名を募集した｡募集方法はポ

スター,ちらし,インターネット,学会誌や雑誌への掲
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講師 日野原重明先生

アロマセラピーの体験

音楽療法の体験

楽器演奏と詩の朗読(左)と

書と香りの実演(右)

講師の塩田清二先生,青博子先生 パネル&フロアディスカッション

写真1

我等である｡セミナー開催時に参加者にアンケート回答

を依頼し,セミナー終了時に自由意思により回収箱で回

収した｡質問用紙には目的及びプライバシーを侵さない

ことを明記し,回答は無記名とした｡アンケートの質問

内容は,年齢,職業,セミナーの情報入手方法,溝演内

容の理解度,コンサートや実演の満足度,本セミナーに

関する意見 ･感想についての自由記載などである｡

Ⅳ.結果

応募者や招待者を合わせて215名の参加者があり,演

者,実演者,運営ボランティア,運営スタッフ等を含め

ると約300名が本講演に関わった｡参加者のうち156名

からアンケートが寄せられた (回収率72.5%).市民ア

カデミーは毎年心待ちにして楽しみに参加する人が多い

が,今年は初参加者がアンケート回答者の93.4%で多数

を占めた｡アンケート回答者の87.4%は女性であり,50

歳代は21.2%,40歳代は20.5%,30歳代は18.6%であ

り,30歳代から50歳代で半数以上を占めた (図1)｡

講演内容の理解度については,講演1では93.3%の人

が,講演2では76.7%の人が,講演3では74.8%の人が,

講演4では89.4%の人が,講演5では88.1%の人が,

講演6では82.7%の人が ｢わかりやすい｣と答えた (図

2)｡

2010年度市民アカデミー実施風景

実演に対する満足度については,アロマセラピストの

実技では64.1%の人が,音楽療法の体験では85.3%の人

が,音と香りの実演 ･協演では81.4%の人が ｢満足｣と

答えた (図3)0

アンケート自由記載では,全体については,｢音楽･ア

ロマと両方の良さがでて勉強になった｡こういったコラ

ボは新鮮で興味深い｣(40代女性),｢アロマと音楽療法

はとても興味深くおもしろかった｡講演だけでなく,莱

演があったのがとても良かった｡体験するとより心に残

ると思う｣(30代女性),｢とても充実した内容でした｡

素敵な音楽を聴きながらとっても良い時間を過ごせまし

た｣(50代女性)など好意的な意見が多数を占めたO

講演については,｢音楽療法って専門的なものなのだ

と認識を新たにしました｡五感にしみる機会･感動あり

がとうございました｡日野原先生のお話をうかがえてう

れしかったです｣(50代女性),｢ご講演ありがとうござ

いました｡医療の進化と共に健康法も難しくなりました

ね｡音楽の健康法大切です｣(70代女性),｢限られた時

間で先生が急いでお話しておられたので,時間をもっと

長くするか,講演内容を少なくするかして欲しい｣(60

代女性),｢専門的なことが少し分からなかった｡少し勉

強しなければと思った｣(60代女性)などの意見があっ

た｡

ミニコンサートについては,｢必ず入れてほしい｣(84.9
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講浪1

講浪2

講演3

講湊4

講演5

講浪6

パネル
デイスかシ]ン

図1 参加者背景 (n≡156)
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田わかりやすい 国ふつう Ejわかりにくい

図2 講演の理解度 (n=156)

%),｢どちらでもよい｣(14.4%)｢なくてもよい｣(0.7%)
の版であった｡また ｢歌が心深く入り,とても心あらわ

れました!｣(60代女性).｢"コンサート''あった方が聴

く側には気分転換ができ,講演にも集中出来てよかった

と息いました｣(60代女性)などの意見があったB

アロマテラピスト
の美技

音と香りの
芙演 ･協演

0% 20% 40% 60% 80% 1OO牝

田満足 団ふつう Ej満足'Pきなかった

図3 美浜に対する満足度 (n=156)

V.まとめと考察

市民アカデミー参加者は,例年よりも平均年齢が若く.

初参加者が93.4%と大多数を占めた｡これは翻 内容が.

競合医療という新しい概念に基づいて音楽療法やアロマ

セラピーが医療現場に導入されつつあることを相介する

ものであることや.多くの演者.実演者により講演が長
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時間に及ぶことに起因すると思われる｡また今回の市民

アカデミーは,初の試みとして,学会 ･研究会との共催

であったために新しい参加者層の開拓につながったこと

も理由の一つとして考えられる｡

自由記載のアンケートから,多数の参加者が,今回の

講演で医療現場に音楽療法やアロマセラピーが取り入れ

られつつあることを初めて知ったと思われる｡一般市民

だけでなく,既に生活に昔や香りを取り入れている人で

さえ,医療での両セラピーの活用状況を正確に把握して

いる人は少ないと思われ,両領域のコラボレーションに

より,それぞれの療法のよさを知る機会を提供できたも

のと考える｡さらに今日の医学医療の動向を市民に正確

にわかりやすく伝え,啓蒙活動を行うことができたこと

から,地域への社会貢献としての大学の意義を多くの人

に感じてもらうことができたと考える｡反面,専門的内

容を含む講義は,学会月や研究会の会月など基礎的な知

識を有する人には効果的であるが,初めて聞く市民には

理解しづらい面もあった可能性も考えられる｡しかしな

がら,実演が含まれたことで,参加者は音楽療法やアロ

マセラピーの体験を通じて,それぞれの療法のリラクセー

ション効果8,9)に気づいただけでなく,2つのセラピー

を同時に体験することでリラックス感がより高まり,心

地良さがさらに増すことに気づき,興味や理解の一助に

なったと思われる｡本セミナーは,音楽療法やアロマセ

ラピーなど補完 ･代替療法の知識や体験を通じて,健康

や医療は市民主体のものであることへの気づきゃ,市民

の健康知識や健康行動を高めるきっかけ作りに貢献して

いることが示唆された｡
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